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序Villette (1853)は,刊行されたシャーロット・ブロンテ(Charlotte 
181655) の４作品の中の最後の作品である。Villetteが書かれたとき, シャー
ロットは, 唯一生き残ったブロンテ家の子供で, ハワース (Haworth) の
教区牧師館, すなわち, 教区の共同墓地を見渡す湿っぽい家で, 短気な75
歳の父親と暮らしていた (Cooper xiii)。教区牧師館で二年過ごした後,
シャーロットは, 1851年３月に Villette を書き始めた。彼女は1852年11月
に Villette を書き終え, 作品は1853年１月28日にスミス・エルダー・アン
ド・カンパニー (Smith, Elder & Co.) によって出版された。
Villette は, 自伝的要素が強く, シャーロットのブリュッセル留学時代
の体験が色濃く反映された作品と考えられている。アブロム・フライシュ
マン (Avrom Fleishman) も指摘しているように, シャーロットのブリュッ
セル体験と Villette の筋との自伝的な類似点は, ずっと注目されてきた
(Fleishman 720)。シャーロットは, 1842年から1843年にかけて二度ブリュッ
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女性が一人で生きていくことに対する
イギリス人女性ルーシーの意識と
ムッシュ・ポール・エマニュエルによる許容性
セルに渡航し, コンスタンティン・エジェ (Constantin Heger, 180996)と
クレール・ゾイ・パラン・エジェ (Claire Zoe Parent Heger, 181491) の
経営する寄宿舎学校で学び1), また後に英語教師として教えることとなる。
二回目の滞在の際, 孤独でホームシック気味となったシャーロットはエジェ
氏を思慕し, その思慕の念から Villette のムッシュ・ポール・エマニュエ
ル (M. Paul Emanuel) を生み出したと考えられている。
このような自伝的要素が強い Villette は, Jane Eyre (1847) と類似する
部分を持ちながらも2), ヒロインの取り扱いに相違点がある。ナンシー・
ソーキン・ラビノウィッツ (Nancy Sorkin Rabinowitz) は, Villette がオー
プン・エンディングであるのに対して, Jane Eyre がクローズド・エンディ
ングであることだけでなく, ルーシー・スノー (Lucy Snowe) が仕事の経
歴はあるが独身である一方, ジェイン・エア ( Jane Eyre) が結婚すること
を指摘している (Rabinowitz 6869)。両者の相違点として決定的なことは,
ジェインほどにルーシーは男性を強く求めていないことだ。ルーシーには
〈女性が一人で生きていくこと〉に対する強い意識が見られる。イギリス
人女性としてのルーシーが異国で生きていくには大変な困難さが伴うが,
彼女は独立心を持ち人生に立ち向かい, 最終的にムッシュ・ポール・エマ
ニュエルに受容される。
マダム・ベック (Madame Beck) の誕生を祝う日のメイン・イベントで
劇の代役を務めることとなったルーシーはせりふを覚えるため, ムッシュ・
ポールに屋根裏部屋へ連れて行かれる。屋根裏で, ムッシュ・ポールは,
「あんたは小生のことを, 屋根裏で女を鍛えさせる一種の暴君で,『青髭』
のようなやつだ, と考えとるんだろうね3)。だが, つまるところ, 小生は
そんなんじゃない」(151) と言う4)。このムッシュ・ポールの言葉に注目
している批評家はいないように思われる。ルーシーは後にムッシュ・ポー
ルという人物が彼が言った通りの人物であることを知るが,〈女性が一人
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で生きていくこと〉に対するルーシーの意識とムッシュ・ポールの許容性
については相関関係にある。
本論文では, ルーシーの意識をヴィクトリア朝時代の女性としての観点
からだけでなく, 異国で一人で生きていく女性がいかに受け入れられるか
という観点からも考察してみたいと思う。
１. ルーシーの独立
ルーシー・スノウは, 親戚の家で暮らしていた子供のころ, 一年に二回
ほど名づけ親のブレトン (Bretton) 夫人のもとを訪れていた。ルーシーは,
ブレトン夫人のそばで快適に暮らし, 刺激はなくとも平和な人生を求めて
いた。ルーシーがブレトン家に滞在しているとき, ポーリーナ・ホーム
(Paulina Home) という女の子がブレトン家に客としてやって来る。ポリー
の父親ホーム氏は, フランス人とスコットランド人の混血で, 今もフラン
スに親戚があり, その中の何人かは名前の前に「ド」をつけて貴族と称し
ていた。ホーム氏は, 妻を失い, 気鬱になってしまったので医者に旅をす
るよう勧められ, 旅の間, 娘のポリーをブレトン夫人に預かってもらうこ
とにしたのだった。ポリーは, ブレトン夫人の家に滞在中, ブレトン夫人
の息子であるジョン・グレアム・ブレトン ( John Graham Bretton) に心を
寄せるが, 父親が娘をヨーロッパへ呼び寄せたため, ブレトン家を去るこ
とになる。
ルーシーは, ポーリーナの出発後数週間たってからブレトン家を去り,
親戚の家に帰るが, その間にブレトン家は財産を失い, 消息不明となる。
おりしも近所のミス・マーチモント (Miss Marchmont) という未婚の婦人
からの仕事の依頼があり, ルーシーは老婦人の付添いとして住み込みで働
くことになる。しかし女主人が亡くなり, 一人きりになったので, ルーシー
は新しい職を探さなければならなくなり, フランスに赴く。ここで見落と
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してはならないことは, ルーシーが周囲の状況により, 独立せざるを得な
くなることである。テリー・イーグルトン (Terry Eagleton) は,「ルーシー
は尊敬に値する独立独歩の人間である」と述べているが (Eagleton 110),
フランス行きの船上で知り合った若い女性ジネブラ・ファンショー
(Ginevra Fanshawe) に言う次の言葉により, ルーシーは独立せざるを得
ない事情を説明している。
‘Now do tell me where you are going.’
‘Where Fate may lead me. My business is to earn a living where I
can find it.’
‘To earn ! (in consternation) ‘are you poor then?’
‘As poor as Job.’ (61)
｢ところで是非とも教えてちょうだい。あなたはどこへいらっしゃる
の？」
｢運命が導くところへ。私は働き口のあるところで, 生計を立てな
ければならないの」
｢生計ですって！」(びっくり仰天して) ｢それじゃ, あなたは貧乏
なの？」
｢とても貧しいのよ」
ここでルーシーは,「とても貧しいのよ」と言うことにより, 自身の差
し迫った様子を示している｡「とても貧しい」(‘As poor as Job.’) は普通の
イディオムであるが, シャーロットは, 聖書のヨブ記を意識しているかも
しれない。彼女は, ルーシーが神を意識していることを示しているからで
ある。ヨブ記においてヨブは, 牛やろばや羊, らくだだけでなく, 自身の
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子供をも奪われるだけでなく, 足の裏から頭の頂までいやな腫物で悩まさ
れる。妻はヨブに「あなたはなおも堅く保って自分をまっとうするのです
か。神をのろって死になさい」( Job 2 : 9) と言う。それに対しヨブは,
「我々は神から幸いを受けるのだから, 災いも受けるべきではないか」
( Job 2 : 10) と言う。ここで見られるヨブの覚悟ほどではないが, ルーシー
にも神を信頼する姿勢が見られる。なぜならば, ジネブラが口にしたわず
かな言葉だけを頼りに, ヴィレットのマダム・ベックとそのいとこのポー
ル・エマニュエルの経営する学校にたどり着いたルーシーは, 神の「ここ
で止まれ。ここがお前の宿なのだ」(71) という声に従うからである。さ
らに三人の子供の子守り兼家庭教師として雇われた際,「神のおかげで,
私は, さびしい, 陰気な, 敵意に満ちた街に, また出て行かなくてもよく
なったのである」(74) と語ることにより, ルーシーの神への信頼が確か
なものであることは明白である。
学校にたどり着いた後のルーシーは, 試練の連続であった。まず, 彼女
は言語の壁につき当たる。しかし, 最初マダム・ベックのフランス語が全
く解らなかったルーシーは, しだいに彼女の言っていることが解り, 答え
ることができるほどフランス語を習得する。さらにルーシーは, マダム・
ベックの学校が良心に基づいて運営されていることを知る。学科はうまく
配分されていて, 食べ物は豊かで上品である。またマダム・ベックは, 休
日を与え渋ることは一度もなく, 睡眠, 身支度, 洗濯, 食事などに十分な
時間を与える。このようなマダム・ベックのやり方を見て, ルーシーは寛
大で気前よく, 健康的かつ合理的であると感じる。しかし, それらのこと
がルーシーの安全を保証するわけではないので, 彼女は自身で自分の身を
守っていかなくてはならなくなる。
ここである批評家の見解に目を向けてみたい。ジャネット・ゲザリ
( Janet Gezari) は,「ひとたびヴィレットに居住することとなると, ルー
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シーは, 観察者として機能する。しかし, 彼女は他者に観察される人, す
なわち, 調査するだけでなく, 調査される人としての新たな役割を演じる」
と述べている (Gezari 149)。ゲザリが注目しているように, ルーシーは,
調査する側から一転して調査される側になる。よそ者であるがゆえにルー
シーは, 調査される運命にある。このことは, 異国で生きていくルーシー
にとって試練と言ってもいい。
マダム・ベックは, ルーシーに教師としての度胸があるかどうか試すた
め, 彼女を限られたフランス語しか使えない状況で一人で60人の生徒の中
に放りこむ。反抗的な集団の中, ルーシーは, 男爵令嬢マドモアゼル・ド・
メルシ (Mademoiselle de Melcy) のくだらぬことを書き散らした汚いペー
ジのある練習帳を全生徒の前で真二つに引き裂き, 騒ぎ続ける少女を小部
屋に押しこむことにより, 騒ぎを静める。このようなルーシーの毅然たる
行動には, 女性教師としての強い責任感と職業意識を確認できる。ルーシー
は, 自身の管理能力を見てとったマダム・ベックにより, 子守り兼家庭教
師から英語の教師に昇格し, 以前より多くの給料を手に入れる。
教師としての地位を得るための行動により, ルーシーの自活は達成され
たが, 彼女の能動性は, 職業面だけに限られている。職業面以外では, 彼
女は受動性と自己否定で印象づけられる人物である。あるとき, マダムの
誕生日を祝う日のメイン・イベントの劇に欠員が出る。ムッシュ・ポール
は, 頭の空っぽのしゃれ者の役をルーシーに与えるが, うまく演じられな
かったので, せりふを覚えさせるため, ルーシーを屋根裏部屋に閉じ込め
る。それは, 修道女の幽霊が出たことのある部屋であった。シャーロット・
ブロンテは, Villette において〈幽閉された女性〉というヴィクトリア朝
時代におけるゴシック小説の常套手段を効果的に利用することで, ルーシー
の心理状態を示している。屋根裏部屋から出された後, ルーシーは, 無事
自身の役を演じきる。彼女は, 演劇という新しい世界に導かれた後の心理
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を次のように説明している。
Cold, reluctant, apprehensive, I had accepted a part to please another : ere
long, warming, becoming interested, taking courage, I acted to please my-
self. Yet the next day, when I thought it over, I quite disapproved of these
amateur performances; and though glad that I had obliged M. Paul, and
tried my own strength for once, I took a firm resolution never to be drawn
into a similar affair. A keen relish for dramatic expression had revealed it-
self as part of my nature ; to cherish and exercise this new-found faculty
might gift me with a world of delight, but it would not do for mere looker-
on at life: the strength and longing must be put by ; and I put them by, and
fastened them in with the lock of a resolution which neither Time nor
Temptation has since picked. (156)
私は他人の気に入るために, 冷淡に, 不承不承, 心配しながら, 役を
引き受けたのだ。だが間もなく, 私は興奮し, 興味が湧き, 勇気が出
て, 自分の気に入るために演技をした。しかし翌日になってそのこと
をじっくり考えたとき, 私はこういうアマチュア劇にはとうてい賛成
できなかった。ムッシュ・ポールの役に立ち, 自分の力を一度だけ試
したことは嬉しかったけれど, 私はこのことには二度と引きこまれな
いと固く決心した。演劇的表現に対する鋭い興味が, 私の性格の一部
として正体を表したのだ。しかしこの新しく見出された能力を大事に
育て発揮することは, 私に大きな喜びを与えてくれるかもしれないが,
人生の傍観者にすぎぬ人間にはふさわしくない。力と熱望は, どこか
にしまいこまなければならない。だから私はそれらをしまいこみ決意
の錠を下ろしたが, それ以来現在に至るまで,「時間」も「誘惑」も
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それを開けたことはない。
この箇所は, ルーシーが他人の気に入られるように劇の役を引き受けな
がらも, 演劇的表現に対する興味を抑制していることを示している。ルー
シーのこのような抑制は,〈女性が一人で生きていくこと〉への意識によ
るものである。第14章における鏡の前のジネヴラ・ファンショーとルーシー
との対話が両者の対照性を示している。ジネヴラは,「第一に, 私は名門
の紳士の娘よ。お父様は伯父さんの遺産を相続することになっているの」
(160) と言うだけでなく, 自分の若さや教育を誇示する。一方でジネヴラ
はルーシーのことを「あなたは名もない人の娘さんでしょ。だってあなた
は, ヴィレットに来てすぐのときには小さい子供たちの世話をしてたんで
すものね。あなたには親戚がないわ」(160),「23歳ではもう若いとは言え
ないわね。魅力的な芸もないし―それに美しくもないわね」(160) と言う
だけでなく,「恋愛感情なんてあなたにはわからないわ。でもその方がい
いわね。だってあなた自身が恋に傷つくことがあっても, 誰一人あなたへ
の恋に傷つくことなんてありえないんだから。これって全部本当のことじゃ
ない？」(160) と言う。それに対しルーシーは,「かなりのところまでは
本当よ, 福音書と同じようにね」(161) と言う。このことは, ルーシーが
自身の立場をよく理解していることを示している。
中産階級の女性としてルーシーは, 教育の場所, すなわち家庭や学校で
雇われる。しかし, 女主人でなく被雇用者であるので, その家庭というの
は彼女にとって遠い存在であるに違いない。徐々に職業的になっていった
としても, 教師の役割にはガヴァネスに期待される多くの役割が付随する。
ガヴァネスには母親の代わり, 教育者, 友人としての役割が伴う。メアリー・
ジャコバス (Mary Jacobus) は,「ガヴァネスは, 中産階級の性的イディオ
ロギーの犠牲者と言ってもいい存在である。なぜならば, 結婚や母親であ
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ることが自分を雇ってくれる家族の中で禁止される一方で, ガヴァネスに
開かれた唯一の役割は, 子供たちを育てるという役割であるからだ」と述
べている ( Jacobus 125)。
ところで, 1851年の国勢調査によるとガヴァネスは２万5000人いて, い
わば労働力過剰のなかで賃金は低く抑えられた。すでに1841年にはガヴァ
ネス互恵協会がこの問題に関心を寄せ, その解決に努めた。だが雇用者た
ちは, 居心地のよい住まいを与えているだけでガヴァネスに対する手当は
十分と考え, さらなる待遇改善に応じる姿勢は見せようとしなかった。
1840年代の平均給料は年25ポンドから50ポンドで, 非常に貧乏なガヴァネ
スというのが当時よく話題にされたステレオタイプである。そのために
1850年代には適切な中等学校が設立されるはこびとなった (Ingham 94
95)。
Villette は, 教育界における女性の地位改善の過渡期にある作品である
と考えられる。我々は, ルーシーが教師になった後もガヴァネス時代の意
識に縛られていることに注意する必要がある。すなわち, 不遇な境遇と戦
いながらも〈女性として一人で生きていく〉強い意志の裏返しが確認でき
るという事実である。それは, 彼女の「理性が言うところによると, 私は
一片のパンを得るために働き, 死の苦痛を待ち, 一生涯絶望するためにの
み生まれてきたのである」(25556) という説明により明らかである。一
方で, ルーシーは理性に挑戦し,「助け手」(256),「神々しい希望」(256)
である想像力により, なんとか精神のバランスを保つ。このような精神の
バランスは, 彼女が異国で生きていくという状況により危機にさらされる。
次に彼女が体験する危機について考えてみたい。
２. 異国で一人で生きていくということ
ルーシーの精神のバランスは,〈女性が一人で生きていくこと〉に新た
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な願望が加わることにより皮肉にも危機にさらされる。キャスリーン・ブ
レイク (Kathleen Blake) は,「小説の中ルーシーを悩ます修道女は, かな
り重要な抑圧を表す人物である」と述べている (Blake 708)。ブレイクが
考えているように, ルーシーが見る修道女は, ルーシー自身の性的抑圧を
表しているように思われる。ルーシーの性的抑圧は, ジョン・グレアムか
らの一通の手紙を失ったときの彼女の焦燥に見られる｡「ああ！ 私の手
紙が取られてしまった！」(274) と這いつくばり, 手探りしながら, 偏執
狂者のように叫ぶルーシーには明らかに焦燥感が窺える。習慣的に閉じこ
められ外部からの救出を必要としていたルーシーは, 一男性からの手紙に
より性的抑圧から解放され, そこに慰めを見出したと考えられるのだ。
しかし, ルーシーは完全には性的抑圧から解放されない。なぜならば彼
女は, 職業上の監視にさらされているからである。ルーシーは, 自身が
「イエズス会の小さな女性異端審問官」(326) とたとえるマダム・ベック
に, ジョンからの５通の手紙を一時的にせよ奪われる。それらの手紙は,
マダム・ベックの監視にさらされた後, 戻ってくる。ルーシーに職業上だ
けの役割に忠実であることを強要するかのようなマダム・ベックのこの行
為からは, 女性教師として一人の男性の愛を求めることは埒外に置くべき
だというマダム・ベックの偏狭な精神性が窺える。職業婦人である以上,
その女性から女性性という本来的人格をも剥奪しても許されるという偏狭
な精神性である。ジョン・グレアムとの関係を無意識に期待していたルー
シーであったが, 自分のいるところでジョンがジネヴラを指して,「この
部屋に, これほど美しい人がもう一人いるだろうか？」(349) と漏らすの
を耳にし, 望みを絶たれてしまう。ジョンの言葉は, ルーシーの性的魅力
を否定するかのような言葉であるからだ。
ルーシーは, ジョンとの接触によって〈女性が一人で生きていくこと〉
以外に男性にとって一人の女性として魅力的に見てもらいたいという願望
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を持つようになる。しかしこの願望は, ジョン以外の男性によっても簡単
に成就されない。イギリス人女性であることがルーシーにとって不利にな
るからである。ポール・エマニュエルは, 自身の誕生日祝いの席で演説を
し, イギリス人女性の背の高さ, 首の長さ, 腕の細さ, 服装のだらしなさ,
ペダンティックな教育, 神を信じぬ懐疑主義, 耐え難い高慢, 勿体ぶっ
た美徳などに悪口を浴びせかける。さらにポールは, 嘘の歴史まで持ち
出し, ブリタニカの紋章をけなしつけ, ユニオン・ジャックを泥まみれに
する。このことを侮辱と感じたルーシーは,「イギリスと歴史と英雄, 万
歳！フランスと作り話と気どり屋をやっつけろ！」(379)と叫ぶ。ルーシー
の叫びは, 彼女がイギリス人女性としてのアイデンティティが危機にさら
されたと感じることから生じた叫びである。注目に値することは, ルーシー
が次のようにポールをナポレオン・ボナパルト (Napoleon Bonaparte,
17691821) にたとえていることである。
To pursue a somewhat audacious parallel, in a love of power, in an
eager grasp after supremacy, M. Emanuel was like Bonaparte. He was a
man not always to be submitted to. Sometimes it was needful to resist ;
it was right to stand still, to look up into his eyes and tell him that his re-
quirements went beyond reason―that his absolutism verged on tyranny.
(388)
いささか大胆な対比を続けながら, ムッシュ・エマニュエルは, 権
力を好み支配権を熱心に追求するという点でも, ナポレオン・ボナパ
ルトに似ていた。彼には, 常に服従ばかりするべきではなかった。時々
は抵抗することも必要だった。立ち止まって彼の目を見上げ, こう言っ
てやるのは正しいことだった。あなたの要求は理不尽で あなたの
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専横は暴虐と紙一重である, と。
ポール・エマニュエルをナポレオンにたとえ, 抵抗する必要性を感じる
ルーシーに当時シャーロット・ブロンテが感じていたイギリス人女性とし
ての誇りを感じとることができる5)。ルーシーがイギリス人女性としての
アイデンティティを意識し, ポールに抵抗する背景には, 歴史におけるイ
ギリスとフランスの争いがある。
王位をめぐるフランス国内の混乱に乗じてイングランド王がフランス王
位継承権に介入しようとした百年戦争 (13371453) 以来, イギリスとフ
ランスの間ではたびたび戦争が行われた。英仏戦争の中で, シャーロット・
ブロンテの作品に関係のあるのは, ナポレオン戦争 (17961815) である。
1808年にイベリア半島で半島戦争が勃発した。ウェリントン (Wellington,
17691852) は, まず７月に小兵力を率いて, ポルトガルに向かい８月21
日リスボン付近でフランス軍を破ったが, 上官が敵軍追撃を許さず, 協定
を結んでフランス軍を撤収させた。1809年ナポレオンがスペインでみずか
ら指揮をとり, イギリスをイベリア半島から駆逐してしまった。同年リス
ボンのイギリス残存部隊の指揮官に就任していたウェリントンは, フラ
ンス軍をポルトガルから撃退し, スペインのタラベラ (Talavera) の戦い
(1809年７月) ではフランス軍の猛攻に耐え, その功によってウェリント
ン子爵に叙せられた (1809年９月)。1812年にスペインの幹線道路を防衛
する要塞を陥落させたウェリントンは, 伯爵に叙せられた。
1813年５月, ウェリントンはピレネー山脈へ向けて勝利の進軍を開始し
た。フランス軍をビトリア (Vitoria) で制圧し, 戦闘が終わらないうちに
国境を越えてフランスの土を踏んでいた (６月)。本国政府からは十分な
支援が得られなかったが, 彼の戦いぶりによって, 中部ヨーロッパの敵兵
力は着実に排除されていった。第一次パリ条約が締結 (1814年５月30日)
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されてのち, ウェリントンは公爵に叙せられ, 王政復古したルイ18世治下
のフランス駐在イギリス大使に任命された(ギブニー 625)。
シャーロットがイギリス人女性としての誇りを感じることのできた背景
には, ワーテルロー (Waterloo) の戦いがある。これは, 1815年６月18日
にイギリス・オランダ連合軍およびプロイセン軍がナポレオン率いるフラ
ンス軍を破った戦いで, イギリス軍の指揮官ウェリントンは, このとき以
来英雄と称えられている。ワーテルローでの輝かしい勝利によって, ウェ
リントンはヨーロッパで最も偉大な人物の一人に列せられることになり,
同盟諸国君主の全員一致の推挙に基づき, 以後３年間北フランスに駐留す
る連合軍司令官に任命された (ギブニー 625)。
ウェリントンを賛美する像や肖像などナポレオン戦争を記念するものが
イギリス人の心の中にずっとあったので, ベルギーはワーテルローの戦い
と結びつけられた。そのことは, ヨーロッパ大陸を訪れるイギリス人の観
光客の多さが確かなことだと示している。ベルギーへの旅には戦場が含ま
れていたからである。パトリック・ブロンテ(Patrick)が1842年シャー
ロットとエミリー (Emily) をベルギーに送っていった後, ワーテルロー
の戦場を訪れたことは, 驚くべきことではなかったのだ (Longmuir 168)。
ルーシーは, ポールとの間に国境の壁だけでなく, 宗教の壁をも感じる。
その壁とは, ルーシーがプロテスタントである一方, ポールがカトリック
であることだ6)。ポールの父親はカトリック教徒で, 息子に司祭でイエズ
ス会の家庭教師をつける。それ以来, ポールは彼の教えを守っている。イ
エズス会とは, スペインのイグナティウス＝デ＝ロヨラ (Ignatius de
Loyola, 14911556) らが1534年に結成し, 1540年ローマ教皇の公認を得た
修道会である。イエズス会は反宗教改革の先頭に立った。宗教改革とは,
16世紀ヨーロッパで, ローマ・カトリック教会の弊害に対して改革を企て,
これから分離してプロテスタント教会を立てた宗教運動である。1517年マ
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ルティン・ルター (Martin Luther, 14831546) が95カ条の論題を提出して
教皇の免罪符販売を攻撃し, 人は功績によらず信仰のみによって救われる
と主張し, 聖書を正しい信仰の唯一の基礎とする立場から教皇権を否定し
た。ルターの論題は, 幅広く人々を惹きつけ, その頃から印刷技術が発達
したせいで多方面に配布された。ルターの初めの教会批判は, 免罪符の販
売に焦点を当てていたが, カトリックの教えの核心をなす実質変化 (聖体
拝領で受けたパンとワインがキリストの肉と血に変化するという考え) を
も攻撃し, さらに宗教秩序の改革や質素な初期教会への回帰を呼びかけた。
1521年, 彼は, ヨーロッパの多くの国を統治する神聖ローマ皇帝カール５
世 (Karl V., 150058) に, ヴォルムス (Worms) の帝国議会に召喚された。
しかし, ルターは意見を撤回することを拒否した(ハート＝デイヴィス
25657)。このような宗教改革に反発したのがイエズス会なので, プロテ
スタントであるルーシーは, ポールにとって敵といってもいい存在なので
ある。自身に対して偏見を持っているポールに反発を感じていたルーシー
ではあるが, シラー (Silas) 神父にジャスティーヌ・マリ ( Justine Marie)
をめぐる話を聞かされ, ムッシュ・ポールが尊敬に値する人物だと理解す
る。
ムッシュ・ポールは, 若い頃ジャスティーヌ・マリを愛したが, かつて
は裕福であった父親が失敗の挙句亡くなり, 借金を残したので, マリはムッ
シュ・ポールへの思いを親戚に禁じられる。マリは, 最初の求婚者をあき
らめざるをえなくなる。しかし, ムッシュ・ポールよりももっと金持ちの
第二の求婚者を受け入れることを拒んで, 女子修道院に引っ込んで, 修行
中にそこで亡くなる。自責の念にかられたムッシュ・ポールは, ジャスティー
ヌ・マリの身内の面倒を見ることにしたのである。ムッシュ・ポールの自
身を見くびっていた人たちを赦し, 世話をしたという行いにより, 彼はルー
シーにとって「クリスチャン・ヒーロー」(441) となる。次第に心を許し
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たルーシーは, ムッシュ・ポールの友人となり, 彼に「妹」と呼ばれる。
注目に値することは, ルーシーが「彼が私に, 彼の将来の妻の妹になっ
て欲しいなどと求めさえしなければ, 私は喜んで彼の妹になる気だった。
それに彼は, 独身でいることを暗黙裡に誓っていたので, そんなジレンマ
に陥る危険はほとんどなさそうだった」(453) と自らの心境を説明してい
ることである。ルーシーの語りは, 彼女が〈女性が一人で生きていくこと〉
を強く意識する一方, ムッシュ・ポールと兄妹愛以上の愛情で結ばれたい
とひそかに願っていることを示している。
しかし, ルーシーとムッシュ・ポールの間のプロテスタントとカトリッ
クという宗教上の違いによる溝は, 簡単には埋まらない。ムッシュ・ポー
ルは, ルーシーの机の中にライラック色のパンフレットを入れておく。そ
こにはローマ・カトリック教の説教が書かれていて, 改宗を勧誘している。
また背教への誘いの一つの主な手段として, 親友を死に奪われたカトリッ
ク教徒が, 祈りによって親友を煉獄から救い出すという慰めを得ることが
できる, という事実が示されている。ルーシーは, その本を「もったいぶっ
た, 感傷的な, 浅薄な本」(458) だと思うだけでなく, カトリック教を見
れば見るほどますますプロテスタントに執着する気になることをムッシュ・
ポールに知らせる。彼は, ルーシーを改宗させられないことを悟り,「信
じることができるものを信じなさい」(467)と彼女の信仰を許容する。
徐々にムッシュ・ポールへの愛情を深めていくルーシーであったが, 彼
が西インド諸島へ向けて旅立つこととなり, 彼女の希望はぐらつく。折し
もル－シーは, ジネヴラ・ファンショーの駆け落ちを彼女からの手紙によ
り知る。その手紙により, ルーシーは屋根裏部屋の修道女の幽霊の正体が
アマル (Hamal) 伯爵だと知る。アマル伯爵は, 修道女の伝説をジネヴラ
に聞き, 幽霊に変装するというロマンチックな考えを思いついたのだった。
注目に値することは, ルーシー自身の性的抑圧を表しているように見え
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る修道女の正体がジネヴラの駆け落ち相手のアマル伯爵であることにより,
ルーシーの秘められた願望を暗示しているように思われることだ。習慣的
に閉じ込められ, 外部からの救出を必要としていたルーシーは, 駆け落ち
したいほどの衝動を持っていて, それを修道女の正体暴露という筋書きに
よりシャーロットが表現しているように感じられる｡〈女性が一人で生き
ていくこと〉に意識が縛られ, なかなか感情を表に出せなかったルーシー
ではあるが, ムッシュ・ポールが去る前に,「ムッシュ, 忘れられるのは,
殺されるのと同じくらいつらいんです｣,「このところ, わびしい毎日が続
いて, あなたから一言のお便りもなく, あなたが, さよならも言わずに行っ
ておしまいになるかもしれないという不安が, そうに違いないという確信
になって, 私, 参ってしまいました！」(532) と言うまでになる。ルーシー
は, ムッシュ・ポールが去る前についに彼から「ルーシー, 小生の愛を受
け入れておくれ。いつか一緒に暮らしておくれ。この世で一番いとしい,
大事な人になっておくれ」(540) と言われ, 彼の愛情を確認するに至る。
それだけでなく, ムッシュ・ポールはプロテスタントのままのルーシー
を受け入れる。３年間西インドの島にムッシュ・ポールがいる間, ルーシー
は自分の学校を開く。彼女は, ミスター・マーチモントから受け取った
100ポンドで隣りの家を借り, 学校を〈通学学校〉から〈寄宿学校〉にし,
成功を収める7)。ルーシーの成功の秘密は, 新しい環境, 驚くほど変化し
た生活, 安らいだ心境にある。また, 彼女にエネルギーを供給した源は,
西インドの島にある。これはルーシーが直接的な愛を超えた愛―こう言っ
てよければプラトニックな愛を信じていることを意味している。彼女は,
ムッシュ・ポールからの手紙を「活力を与える生命の水」( John 4 : 10
14) に譬えている。プロテスタントのまま受け入れてくれるムッシュ・ポー
ルの心強い支えを得て, ルーシーは自己が肯定されているという安心感を
得るのである。このことにより, シャーロットが異国で全否定されていた
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ルーシーが女性性をも擁きよせる一人の男性によって全人格的に受け入れ
られる過程を描き出していることは明らかである。
結 び
以上, Villette におけるルーシーの意識をヴィクトリア朝時代の女性と
しての観点からだけでなく, 異国で一人で生きていく女性としての観点か
らも考察してきた。シャーロット・ブロンテは, 周囲の状況に翻弄されな
がらも懸命に一人で生きていくルーシーの姿を描き出している。異国にお
いてルーシーは, 言語と宗教の壁につき当たる。言語の方は, 自助努力に
より克服できるが, 宗教の壁は克服できない。それは, 男性との関係にお
いて明白である。ムッシュ・ポールは, プロテスタントであるルーシーを
改宗させようと試みるからだ。当初, イギリス人女性に偏見を抱いていた
ムッシュ・ポールであるが, ルーシーとの接触により, プロテスタントの
ままのルーシーを受け入れるようになる。
シャーロットは, Villette において〈女性が一人で生きていくこと〉に
対する意識を表現する一方で, ルーシーがヴィクトリア朝的なジェンダー
の桎梏から解放され, 女性として一人の男性に受け入れられる過程を描き
出している。このように見ると, Villette は, 自立したいと願いながらも
性的に解放されたいという女性の意識を巧みに表現した作品, と言ってい
いだろう。
注
1) エジェ氏は, ブリュッセルで生まれたが, 仕事を探すため1825年パリへ移っ
た。彼は, 事務弁護士として働いたが, 経済的困難のためキャリアを続けら
れなくなった。1829年, 彼はブリュッセルに戻り, フランス語と数学の教
師になった。1830年エジェ氏は, マリー・ジョセフィン・ノイヤー (Marie-
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Josephine Noyer) と結婚した。しかし, 1833年９月, 彼の妻と子供は, コレ
ラの伝染により亡くなった。後に彼は, クレール・ゾイー・パランと出会い,
1836年結婚した。
2) Jane Eye と Villette の共通の特徴として, 普通に見える高い知能を持つ孤
児が出てくること, 一人称の語りが家族も財産もなく, 世間で奮闘する姿を
詳しく描写していることがあげられる (Hoeveler & Jadwin 109)。
3)『青髭』(La Barbe Bleue) は, シャルル・ペロー (Charles Perrault, 1628
1703) 執筆の童話である。妻を次々と６人も殺し, ７人目の妻にそれを発見
され, 彼女の兄に殺される男の話である。
4) Charlotte , Villette (London : Penguin Books, 2004), p. 151. 以下, 引
用文はこの版により, 引用末尾の ( ) にページを示す。日本語訳の部分は,
青山誠子訳『ヴィレット』(みすず書房) を参考にした。
5) シャーロットは, Shirley (1849) においても, 登場人物のイギリス人とし
てのアイデンティティを示し, 対フランス色を出している。1812年初頭, イ
ギリス軍はイベリア半島で苦戦していた。そのことに関し, ヘルストン
(Helstone) は「私はウェリントンがその気になりさえすれば, たちまちボ
ナパルトの元帥めらを打ちのめし, 海に叩き込むものと信じている」
(Shirley 36) と言う。また「ウェリントンは, イギリスの魂というべき人物
だ。ウェリントンは大義にふさわしい闘士だ。強力で, 断固として, 分別が
あって, 誠実な国民にふさわしい代表者だ」(Shirley 36) と言う。
6) 1843年４月にエレン・ナッシー (Ellen Nussey) に宛てた手紙の中で, シャー
ロットは, 「プロテスタントで外国人というものは, 教師であろうと生徒で
あろうと孤独な存在です」と書いていることから, ルーシーを取り巻く状況
は, シャーロットのブリュッセルでの体験に基づいていると考えられる。
7) シャーロットは, Villette において女性が自活する姿を描いている。女性
が自活するとまではいかないが, The Professor (1857) においてもまた女性
が働くことに対するシャーロットの考えが窺える。フランシス (Frances)
は, 結婚後の生活についてクリムズワース (Crimsworth) に,「結婚してあ
なたに養われるなんて考えてごらんなさい, ムッシュー！ そんなことはで
きません。それに毎日がとても退屈になるに決まってますわ！」(The
Professor 251) と言う。また彼女は,「私は観想の生活も好きですけれど, 活
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動の生活の方がもっと好きです。私は何らかの形で活動しなければなりませ
ん」(251)と言う。18世紀から女性のためのコンダクト・ブックが広まり,
若い女性に服従, つつましさ, 無私を強いたが (Gilbert & Gubert 23), シャー
ロットは, 家庭の中におさまるということから一歩踏み出した女性を描き出
している。
作 品
Charlotte , Villette. London : Penguin Books, 2004.
参 考 文 献
Blake, Kathleen. “Villette : ‘How shall I keep well ?’”. The 	
Sisters: Critical
Assessments. Vol. III. Ed. Eleanor McNees. Mountfield : Helm Information,
1996.
Charlotte. Shirley. London : Penguin Books, 1984.
. The Professor. London : Penguin Books, 1989.
Cooper, Helen M. Introduction to Villette. London : Penguin Books, 2004.
Eagleton, Terry. “Myths of Power in ‘Villette’”, Villette : Contemporary Critical
Essays. London : Macmillan, 1992.
Fleishman, Avrom. “Villette : Pilgrim of the Imagination”, The 	
Sisters :
Critical Assessments. Vol. III. Ed. Eleanor McNees. Mountfield : Helm
Information, 1996.
Gazari, Janet. Charlotte 	
and Defensive Conduct : The Author and the Body at
Risk. Philadelphia : U of Pennsylvania P, 1992.
Gilbert, Sandra M. Gubar, Susan, The Madwoman in the Attic. London : Yale UP,
2000.
Hoeveler, Diane Long. Jadwin, Lisa. Charlotte 	
. New York : Twayne
Publishers, 1997.
Jacobus, Mary. “The Buried Letter : Feminism and Romanticism in ‘Villette’”,
Villette : Contemporary Critical Essays. Ed. Pauline Nester. London : Macmillan,
1992.
Longmuir, Anne. ““Reader, perhaps you were never in Belgium?” : Negotiating
Villette
― ―149
British Identity in Charlotte 	The Professor and Villette”, Nineteenth-
Century Literature. Vol. 64. No. 2. Ed. Saree Makdisi. Berkeley : U of California
P, 2009.
Rabinowitz, Nancy Sorkin. “ ‘Faithful Narrator’ or ‘Partial Eulogist’ : First-Person
Narration in 	Villette”, Villette: Contemporary Critical Essays. Ed.
Pauline Nester. London : Macmillan, 1992.
インガム, パトリシア,『時代の中の作家たち１ ブロンテ姉妹』, 白井義昭訳,
彩流社, 2010.
ギブニー, フランク･Ｂ,『ブリタニカ国際大百科事典２』, (松浦高嶺訳「ウェ
リントン」を参照), ティビーエス・ブリタニカ, 1994.
ハート＝デイヴィス, アダム (総監), 樺山紘一 (日本語版総監),『世界の歴
史 大図鑑 増補改訂版』, 鹿沼博史, 河島美季, 岡崎精一, 三浦朋訳,
河出書房新社, 2016.
人間文化研究 第６号
― ―150
Villette
― ―151
: Lucy’s Consciousness
of a Woman Living by Herself
as an Englishwoman and the Acceptance
by M. Paul Emanuel
YOSHIDA Kazuho
The story of Villette (1853) written by Charlotte (181655),
which is rehandling of material already dealt with in The Professor (then un-
published), reflecting the personal experiences of the authoress, is that of the
life of Lucy Snowe, an English girl without beauty, money, or friends, who ob-
tains, in order to support herself, a post as teacher in a girls’ school at
Brussels. There, by virtue of a strong character, steeled by adversity, she
soon establishes her position and wins the respect of the capable, unscrupu-
lous, headmistress, Madame Beck. She firmly represses a disposition to fall in
love with the handsome John Bretton, the English doctor of the school, in
whom she recognizes an acquaintance of her childhood, the son of her own
grandmother. She watches with friendly concern his infatuation for the worth-
less flirt, Ginevra Fanshawe, followed by a happier love for the tiny companion
of his boyhood, Paul Home.
However, the principal theme is the description of the heroin’s gradual
fascination by the waspish, despotic, but golden-hearted professor, M. Paul
Emanuel, and of the change in him from bitterness and tyranny to esteem and
affection. His generosity leaves her mistress of her own school at Brussels
when he is called away by business to the West Indies. Whether he shall live
to return and marry her is left to the reader to decide. The drabness of the
story is redeemed by its biographical aspect and by the drawing of the charac-
ters, particularly of Monsieur Paul, Madame Beck, and the heroin herself.
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In 183132 Charlotte was at Miss Wooler’s school at Roehead, where she
returned as a teacher in 183538. She was subsequently a governess, and in
1842 went with her sister Emily to study languages at a school in Brussels,
where during 1843 she was employed as a teacher . In Villette, the experiences
of Lucy reflect those of Charllotte ; Lucy is conscious of a woman living by her-
self in a foreign country and faces the questions of identity as an English
woman.
Naturally each of us is deeply influenced by our own particular culture,
but we have to undergo the severe trials when we live another culture. At first
Lucy who has lived in Protestantism, cannot accept M. Paul Emanuel who is
loyal to Roman Catholicism, because it is pompous, too strict, not based only
on the Bible. Paul also cannot accept Lucy who sticks to Protestantism. They
are at odds with each other asserting their own identities. However, they
gradually feel that they have some values in common; diligence, perseverance,
loyalty, and sensitivity to the feelings of others. Lucy knows that Paul has a
benevolent spirit although he is a Catholic and begins to love him, and Paul ac-
cepts Lucy who is a Protestant and begins to love her. In Villette, Charlotte not
only represents that Lucy, an English woman, establishes herself in a foreign
country, but also the process in which her identity is accepted by Paul.
Charlotte skillfully shows the consciousness of a woman who would like to be-
come independent without being a discriminated woman.
